
 

会 議 録 

会議の名称 令和３年度（2021 年度）第１回つくば市学校給食の在り方懇

談会 

開催日時 令和３年９月 24 日（金） 開会 14:00 閉会 16:00  

開催場所 つくば市役所２階会議室 201 

事務局（担当課） 教育局健康教育課 

 

出 

席 

者 

 

 

委員 

 

 

木村 清隆委員、根本 俊明委員、横山 治夫委員、 

吉田 佳代子委員、森田 佳子委員、岡野 光浩委員、玉田 

晴美委員、藤 照子委員、吉沼 正美委員、中島 弘志委員、

野澤 政章委員、石塚 英樹委員、猪野  研一委員、金子 

朋子委員、金田一 裕穂委員、河口 宗央委員、中右 皓暁

委員 

その他  

事務局 

 

教育長 森田 充、教育局次長 飯泉 法男、教育局次長 

貝塚 厚、健康教育課長 柳町 優子、課長補佐 川又 文

江、係長 瓜阪 恵理名、主査 山下 弘文、管理栄養士 

小野 ひとみ、会計年度職員 神生 名央美 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数   ４名 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題  

会

議

次

第 

１ 開会 

２ 教育長あいさつ 

３ 自己紹介  

４ 座長の選出 



 

 ５ 事務局説明  

（1）つくば市学校給食の在り方懇談会について 

（2）つくば市学校給食の現状と課題 

６ 意見交換 

７ 閉会 

 

 ＜審議内容＞ 

１ 開会  

２ 座長の選出 座長に木村清隆委員を選出 

３ 会議の公開・非公開 会議及び会議録の公開について報告・説明 

４ 事務局説明 

（１） つくば市学校給食の在り方懇談会について 

 座 長： つくば市学校給食の在り方懇談会について、事務局から説明をお

願いいたします。 

 事務局：（資料に基づき説明） 

 座 長： ただいま事務局から学校給食在り方懇談会についてご説明いただ

きましたけれども、ご質問等ございましたらば、挙手願います。 

ないようですので、議事を進めさせていただきます。もし何か後

で気が付いたことがあったときには忌憚なく、この後の意見交換の

時に、発言頂いても結構ですので、よろしくお願いいたします。 

 

（２） つくば市学校給食の現状と課題について 

 座 長： つくば市学校給食の現状と課題について、事務局から説明をお願

いいたします。 

 事務局：（資料に基づき説明） 



 

 座 長： ただいまのつくば市学校給食の現状と課題の説明に対しまして、

委員の皆様からの、ご質問等ございましたらば、挙手をお願いいた

します。 

委 員： ちょっと数字で気になったんですけれども、資料２の 20 ページの、

令和２年度、市内全体の品目数ベースの数値ですが、令和２年度の

つくば市産が 21.3％、茨城県産が 15.4％と、前年度に比べて大幅に

減ってるんですけど、学校給食センター別の令和２年度の数値を見

ると、どれもそんなに前年度より大幅に減ってるようには見えない

んですが、これは何で 15.4％になったのかなというのが、質問です。 

座 長： 事務局お願いいたします。 

事務局： はい。事務局です。ただいまご指摘がございました、資料２の 20

ページ、令和２年度、茨城県産の品目数ベースの使用率なんですが、

申し訳ございません、こちらの不手際で 15.4％ではなく、45.4％で

す。申し訳ございませんでした。 

 座 長： 改めまして資料 2、20 ページの市内全体の品目数ベースの上の欄

の一番右、令和２年度、2020 年度茨城県産の、15.4％と書かれてる

ものを、45.4％に訂正をよろしくお願いいたします。 

その他ございますか。なければ、議事を次第に沿って進めさせて

いただきます。 

 

５ 意見交換                                     

 座 長： つくば市の学校給食のあり方に関しまして、また今後の本懇談会

の進め方、懇談テーマ等について委員の皆様に闊達なご意見を伺い

たいと思っております。 

それぞれ、この懇談会についてでございますので、先ほど前段で

二つ、事務局からこの懇談会のあり方、そして、つくば市の現状課



 

題等についてご説明いただいてのご質問ということでございまし

た。改めまして、ご意見を含めて、また、要望等も含めて、闊達に、

忌憚なくご発言していただきたいと思います。挙手をもって発言を

お願いいたします。それぞれ皆様ご出席いただいてる方の思いはた

くさんあろうかと思います。 

委 員： せっかく農協の方たちもたくさん来ておられるので、資料２の 21

ページの、地産地消の推進の課題のところで、つくば市産の野菜は

時期によって、他の業者と比べて価格が高いものなどが納品される

ことがあるとか、つくば市産優先によって価格が高くなって、他の

材料費を削ることがあるとか、書いてあるんですけども、この辺に

ついて、農協さんとかは、何か意見とかないのかなと思って、ぜひ

せっかくいるんですから何か言っていただきたいなと思うんですけ

れども、いかがでしょうか。 

 座 長： そうしましたらば、ＪＡ様からご出席されておりますけども、ご

発言のほどお願いいたします。 

委 員： 先ほどございましたつくば市産 21.3％ということでございまして、

事務局の目標値は 20％ということで、それを超えてるからっていう

ことなのでしょうか、ちょっとその辺がよくわからないんですが、

ＪＡとしてはやはりうちの組合さんのためにも、20％ではなく、も

うちょっと上げていただければいいのかなというふうに思うところ

でございます。 

あと時期によって、他の納入業者と比べて高いということでござ

いますが、決してそんな高く上げているというようなことはござい

ません。どういった経緯なのか、業者さんの方が、やはりそういう

時には、物が増えてきて若干安くなっているのかなというような感

じがするところでございます。農協が高いのではなく、物がだぶつ



 

いて若干安くなっているのかなということでございまして、こちら

もやはり、学校給食の方に納品するために作っていただいておりま

すので、そういうのは当然優先して落としていただきたいというの

が、事務局としては、一番思うところでございます。 

 座 長： ありがとうございます。今こちらのレジメ資料ですと、高い時も

あるという、課題や心配事ということでの、提言がされているので

すが、良いこともあろうかと思うんですね、逆に地元のものを使う

から物流コストは、例えば北海道の品物を鉄道、空輸、車で運ぶよ

りは、CO₂ 削減も含めて、地元のものであれば、軽トラックなどで

運べるわけですから、物流コストを考えて安いということもあると

思います。何かＪＡさんでもそういったメリットみたいなものを表

現していただけたらありがたいなと思いますけども、何かございま

すか。 

委 員： メリットというのは、おっしゃる通り地産地消ということでござ

いまして、皆さんご存知の通り、市場から出てくるものに関しまし

ては、二、三日経ったものが当然入ってくるというのは、ご存知だ

と思います。物の状態でございますけど、やはり大産地にしますと

共選での選別ということでございまして、共選とは共同選果という

大きな選果場でございまして、品質なり、大きさなり、いろいろそ

ろえてきて、一つの箱に入れるということでございますので、その

辺はちょっと載ってるかなということでございますが、地場産のよ

いところは、当日、遅くとも前の日には届けられるということで、

新鮮さからすれば、当然、まさるものであるというふうに私ども考

えておりますので、その辺も、よくご理解いただきたいかなという

ことです。 

 座 長： 幅広くご意見を持っているかと思いますが、関連ということであ



 

りますと今、新鮮さということ、目標値 20％を少しでも上げて欲し

いという、ＪＡさんからのご発言がございました。 

この目標値は、食品数での食品の種類でのパーセンテージなんで

すね。これは全国的にこのようなデータを取られてるということが

あるんですが、実際には食品数だけでなく、カロリーベースだった

り、もしくは購入金額ベースで、つくば市ではいくら購入している

のかなど、それが、農業の経済効果、そして市民の納税にも繋がっ

てくる、活性化にも繋がるのかなと思っておりますので、是非とも

そういった角度から見て、20％でも、金額的にはこれだけ高いんだ

よとか、そういうことによっての、農業生産者の活力といいますか、

やりがい、達成感、農業の魅力にも繋がるのかなという思いもござ

います。 

学校給食の中で、確かにんじんがほとんど毎日使われているとい

うことです。魅力のある農業政策のために、先ほどいろんな話があ

りましたが、つくば市の野菜が高いと言っても、何らかの要因でや

むなく高くしていることかと思いますので、そういった場合におい

ては、経済部長も今日見えておりますけども、地元の経済効果や農

業を守るためにも、受益者負担で給食費を保護者が払うのは当然か

もしれませんけども、しかし、農業経済、つくば市の全体経済を守

るためには、別途経済的な部分から補助金を出しながら、そして安

い野菜をつくる、供給するということが必要かと思っています。 

実際の生産する立場で、また今回の懇談会の委員という形で、続

けて参りますけども、何かご意見いただけましたらお願いします。 

委 員： まず、僕の農家ではあるんですけども、スタンスとしましては、

学校給食部会立ち上げ当時から入らせていただいて、それは出して

るんですけれども、大規模センターが、どんどん建って、生産者と



 

してもつくば市の農家はそこまで大規模な農家は多くないので、1

人で１ロットを占めるぐらいの野菜を出せる人というのは限られて

しまうんですね。 

さらに茎崎も統合されて、桜にでかいセンターができてしまうと、

生産者として対応できる人が絞られてしまいます。ＪＡを挟んで給

食に野菜出しているというスタイルも、全国的なかなり珍しいとは

思うんですけども、ＪＡさんを挟んでも、対応は難しくなっていく

と思うんですね。 

それが、学校給食の現状だと思います。その中で僕も、そこまで

規模の大きい農家では正直ないので、何年やれるかなあとは正直思

っています。 

その時に、金額的にもやはり、先ほど話もありましたけど、ちょ

っと市況より高くなるのが、鼻につく目につくときもあるでしょう

し、逆に農協さんからすると、市況が高い時につくば市産をそこま

で高く値上げしないで出しているときもあるじゃないかという言い

分もあると思うんですね。そういう時に、どう折り合いをつけてい

くのか、というのが大事だと思います。 

僕は農協さんと給食センターと生産者と栄養士さんと学校と結び

つけるのは食農教育とか、そういうので、お互いちょっとずつ交流

しながら、生産者が給食センターの給食を食べるのもいいんですけ

れども、ちょっとずつ理解を深めていって、設置点を見つけていく

しかないとは思っているんですね。 

食農教育を農家がみんな対応できるのかというと、農家としても

その専門家ではないですし、シャイな人が多いので、できる人数と

いうのは限られてしまうんですね。僕なんかはそういうのをやりた

いので、積極的に行くと、まずみんな農家と聞いて、誰が来るのか



 

なと思ったら、ちょっとうさんくさいおじさんが来たな、みたいな、

もっと何かこう農家らしい農家というか、口下手だけど、技術一つ

で、ずっと長年やってきたみたいな人をどんどん子どもたちのとこ

ろに、送り込んでいけたらなと思います。 

なかなか、学校側のカリキュラムの問題もありますし、ましてや

このコロナ禍で、学校側もナーバスになっていますし、難しいのは

わかるんですけども、例えば、去年僕はリモートで 1 回、谷田部小

で授業をやらせていただき、家からやったんですけど、こういうや

り方もあるなと思いました。 

昔、竹園西小とか給食の時間に行って、給食をみんな食べてる前

でちょっとしゃべるみたいな、そういうこともやったこともありま

す。もっとお互いに気を使わずやれたらいいなと思ってます。 

市とか絡んできちゃうと、お金をどうするとか、スケジュールど

うするとかすごく難しくなってきちゃうのはしょうがないと思うん

ですけど、もっと気軽に農家と、小学校が関わっていけたらいいな

というのは、すごく思ってます。 

あと、生産する立場としてですが、にんじんを作っているんです

けど、ここ数年、真夏の猛暑が激しいです。にんじんは、7 月 20 日

から 8 月 20 日の間に、一冬分の種をまきます。時期が早過ぎてもい

いものは取れないですし、遅いと年内ににんじんにならないので、

その 1 ヶ月間に、種をまけるかどうかが勝負です。高温と乾燥が近

年トレンドになってきまして、つくば市の農家はにんじんに苦労し

てるんですね。去年、一昨年は非常に不作だったんですが、今年は

潤沢にその時期に雨が降ったので、今年の冬はにんじんを皆さんに

出せるかなとは思います。 

やっぱり温暖化の影響もあるとは思うんですけれども、冬のにん



 

じん栽培は、非常に難しくなっています。だから、そういうのに適

応していきつつ、さらに大規模な学校給食に、野菜を出荷している

農家が今後どれだけできるかというのは、生産者側からしても難し

いとは思います。 

座 長： はい、ありがとうございました。先ほどご説明がありましたけど

も、食育の中での様々な出前事業のような、農業の推進があっての、

地産地消、そして子どもたちの健康かなというふうに思っておりま

す。 

本日はそのような、まず前段的なご意見や印象をとらえ、認識し

ていただきたいと思います。 

改めまして、今後のこの懇談会のスケジュールが説明されました

けども、資料１の３ページ、第 1 回が本日９月 24 日、その後、5 回

目が２月 28 日にあります。コロナ禍等々の状況によって、内容日程

変更の場合もありますが、現段階ではこのような予定で進めさせて

いただきます。 

そして、意見を取りまとめて、教育局、さらには給食センター審

議会、さらには議会等で大切な発信をする場でございます。 

初めてあり方懇談会を開催させていただきましたので、今のような

ご意見も含めた中で、すべては子どもたちのためにというだけでな

く、何か的を絞った形でも、より具体的に提言できるのかなという

思いもございます。 

その二つについて、具体的な提言、テーマを絞り込むもしくは懇

談会の進め方として、ご意見等ございましたらば、ご発言いただき

たいと思います。進め方ですので、これが正しいとかこれが一番と

いうことがございませんので、いろんな方々からお話いただいた中

で、より良い方向で進め、そして２回目３回目で多少軌道修正する



 

ことは、可能かと思いますので、せっかくこういう機会だからこの

ように進めたらというようなことがございましたらばお願いいたし

ます。 

ご指名して大変恐縮ですけども、ＰＴＡ連絡協議会で、進め方に

ついてご意見いただければと思います。 

委 員： このような懇談会が初めてということで、こうしたいというよう

な話は今のところ出てないということでありまして、私としても今

お話を伺った中で、何を、という部分がいまいち掴めきれていない

ところもあります。こちらで問題を指摘するというところでもない

んですよね。問題がどうこうとかじゃなくてこうして欲しいという、

希望をまとめていくような、そういう懇談会なのでしょうか。 

質問になってしまい申し訳ないのですが、どうしたいということ

を、今いただいた資料の中で、どう述べていったほうがいいものか、

正直、どんな意見書作るのかというイメージが全く湧いていないと

いうところです。 

座 長： 現状と課題についてご説明いただいたところでありますので、課

題があるのであれば、それをより掘り下げて、分析して、より、細

かな問題点は、改善できるのかなという思いはあります。 

希望的なことの取りまとめ、こうあるべきというようなことがあ

れば、そういったことも一つのテーマとして、進められるのかなと

いうふうにも今感じているところであります。 

委 員： 今、地産地消の話がありましたけれど、10 ページの課題というと

ころを見ますと４項目あるんですね。 

給食センターをどうしましょうというのが、児童生徒急増への対

応、あと地産地消とかというのは、ちょっとそれとはまたずれる感

じだと思うので、この４項目をどんなふうに話していったらいいの



 

かというところになるような気がするんですね。 

人数も多いので、例えば分科会みたいな形で四つに分けて、お話

を進めるとか、そういうのはどうでしょうか。例えば、５、６人だ

ったらもうちょっと話が出るのかなという気もしたりします。給食

センターの話とか、地産地消の話、食育、それぞれテーマが違うよ

うな気がしますので、一つの提案なんですけど、お考えいただけれ

ばと思います。 

座 長： はい、ありがとうございます。進め方としていくつかに絞るとい

うお話をいただきましたが、今お話がありましたように課題が四つ、

大項目がございます。大項目に沿ってか、それをさらに分けた中で

のテーマを絞り込むか、執行部としても、枠を期せずに、皆さんの

ご意見をという思いでスタートしております。 

今ご提案ありました四つに分けてということで、それもかなり少

人数、少数、小集団活動ということをご意見いただいたところでご

ざいます。執行部の方でお願いします。 

事務局： 10 ページに課題を四つ挙げさせていただいたので、かえって混乱

をさせてしまったかなとは思うのですが、こういったいろいろな課

題があるということで、まずこの懇談会にあたりまして、今私たち

が置かれている現状と課題を、皆様に知っていただきたかったとい

う部分がございます。 

もちろん、この懇談会を通しまして、皆様の意見を参考にしなが

ら、こういった課題解決の糸口を掴んでいければいいなとは考えて

おりますが、この四つに限った懇談ということではございません。 

この課題を解決したいので、もちろんこういう話が出れば一番あ

りがたい部分ではあるんですが、私どもとしましては、皆様が思う、

今後のつくば市における理想の給食といいますか、こういった給食



 

提供とか、内容がいいよねとか、そういった部分をぜひ懇談いただ

ければありがたいと、勝手ではございますが、考えております。 

 座 長： 事務局の方からご説明いただきましたけども、四つの提案や課題

を顕在化させていただいて提示しております。 

在り方懇談会ということで、忌憚なくご意見いただき、そして、

大体一つの会議自体を毎回２時間程度を目安に進めたいなというふ

うに考えております。場合によっては途中で休憩をとりながら、忌

憚なく、雑談をしながらとかということも含めて、まとめていけれ

ばなというふうに思っております。 

四つの課題を少し頭の片隅に置いていただきながら、皆様方の希

望的なことで、夢のあるようなことでも結構かと思いますので、方

向性をまとめていただいて、その中で、一つ一つ、一歩一歩近づけ

られればなというところでございます。 

状況を絞り込んでいって、２回もしくは３回目のテーマの時とか

に、テーマが二つ三つなったときに、場合によってグループ分けと

かということも必要なことかなと思っております。 

はい、挙手いただきました、どうぞ。 

委 員： 1 度家でも読ませていただいたのですが、給食センターから給食

を提供しているとのことで、今私が住んでいるところはみどりの地

区で、学園と同じように、人数がすごく増えてまして、子どもが今

みどりの義務教育学校に通っています。近々、分校ということで、

新しい学校ができるという地区に、住んでいます。 

新しい学校を作る際には、給食センターではなく、調理室があっ

たりとか、この地図から見ても、茎崎の一番古い歴史のある給食セ

ンターが、今の老朽化等で、どうしたらいいのかというふうに考え

ているということだったので、一番古い給食センターからみどりの



 

ってそんなに遠くないかなという地区にありますので、そういった

こととかも一緒に考えていただけたらいいのかと思います。 

それにひっくるめて、今アレルギーの対応をしている給食センタ

ーは２つということですので、また新しく作った際にはそのアレル

ギー対応を組み込んだ新しい給食センターがあったりとか、先ほど

おっしゃったように、給食センターではなく、給食室があるのであ

れば、勉強不足でどういった形で納入されているのかわからないん

ですけども、給食センターではなく給食室と地産地消の農家さんと

直接話が出来れば地産地消も進んでいったりもするのかなと思いま

す。 

ＪＡさんが間に入らないと、成り立たない話かもしれないんです

が、どれかではなく全部をひっくるめて課題になって、話が進んで

いけば面白いのではないかなと素人目線ながら思わせていただきま

した。 

座 長： はい、ありがとうございます。一つに絞る、二つに絞るって言っ

ても、結局幅広く、今お話ありましたように、いろんな形の要因が

複雑に、波及、またいろんな影響が出てくるのかなと思いますので、

その辺の意見も取り入れていければなというふうに思っておりま

す。 

アレルギーにつきましても、２ヶ所の給食センターから配送して

いる学校のみしか対応できてない。筑波の方とか茎崎の方の子ども

たちは、アレルギー除去をした給食を受けることが、現状できてな

いという課題もございますので、いろんな幅広い課題を、今お話の

中で、もっと顕在化しながら、予算を見ようとか、取り組んでみよ

うということも進められるかと思います。 

進め方として、それぞれ社会人とか組織の立場から幾つかござい



 

ましたけども、せっかくでございますので、学生さんの立場で、こ

ういった形で、こういうことで意見がまとまるんじゃないのかなと

いうことがあったらお聞かせください。 

委 員： 先ほどから、夢とか理想といったような言葉が、聞かれるのです

が、この資料 1 のスケジュールのところを見ますと最終的には、意

見書を出し、そしてまとめられた意見は、市の教育委員会とか、学

校給食センターの運営審議会とかに、伝わるということなので、ま

ず最初に、夢とか理想とかそういうものがないと、こういうふうに

した方がいいという意見をまとめるのは、当然無理な話だと思いま

す。 

具体的な話じゃなくて、申し訳ないのですが、まず最初に、夢の

あるというか、こういうものを満たした給食がいいなとか、これを

満たして欲しい、こういうものだったらいいなという意見を、まず

まとめる時間を取って、予算のことであるとか、敷地のことである

とかいろいろ現実とのすり合わせが必要になってくると思います。 

まず最初に夢を出した上で、夢と現実を合わせていくという作業

の二つに分けて、それで最終的に意見書にしていく、という流れが

必要なのではないかなと思います。 

座 長： ありがとうございます。素晴らしいですね。まさしくおっしゃる

通りといいますか、遠く高い理想や夢を描きながらも、近くの低い

現実に対応していくということかと思っております。そういった形

で、ものを見ながら、俯瞰しながら、そして具体的にまとめていけ

ればなというふうに思えるところでございます。その他、ご意見等

ございますでしょうか。 

そうしましたらば、進め方としては、大きくこうあるべき、もし

くは先進事例、他の県や市ではこんなことやってますというような



 

ものを、それぞれ皆さんの方でインターネットだとか、保護者会だ

とか、インスタグラムだとか、いろんなことでニュースは取り寄せ

ることができるかと思います。 

そういった中での選定を、また次の機会までに、いろいろと調べ

て、なぜそんなにお金をかけられているのかなとか、なぜそういう

ふうに対応できているのかなとか、あるいは、今の現象だけでなく、

経過・事系列的なものも、場合によって分析をしたりしながら、次

回の時にまでに可能であれば、それぞれお調べしていただいたり研

究していただければなというふうに思います。 

あわせて、四つの課題がございましたけども、さらに砕いて砕い

て小さくして、こういったことに対して、何か改善策、もしくは、

改善することをテーマ、やり方はわからないけども、こんな現状問

題起きてますよというより、具体的な課題問題点の提言等をし、調

査していただければなというふうにも思っております。 

それぞれこちらにお集まりいただいておりますのは、市民の代表

の方、また、市の関係者、それぞれの立場の方がいらっしゃいます

ので、それぞれの立場で、できることをぜひ、このテーブルの中で

進めていただければなと思っております。 

次回におきましては、あるべき給食センター、人口増に対しては

食材をこうしなければいけないとか、こんないいことをやっている

ところがあるよとか、こうあるべきだっていうような大きな目指す

ものを、何か見つけていただくような発言を用意していただければ

なと思っております。 

もう一方で、でも現場は、現状は、学校の先生方はこんなに大変

な仕事をやっているとか、場合によっては給食を食べる子どもたち

の時間、わずかな時間ではなく時間をかけて食事できたらばすごい



 

ねと、そのためはどうしたらいいのかとかですね。そのために学校

の先生方がどれだけ大変な思いされている、工夫しなきゃいけない

かとか、食材については、いいものを地産地消しても、農家が農業

への魅力をなくして農業の後継者がいなくなったら、地元の米もニ

ンジンもできなくなってしまうわけですから、学校の給食を食べて、

将来の夢で農家になりますって手を上げてくるような方が増えるぐ

らい給食のあり方っていうのは、幅広くあろうかと思います。 

今回教育局だけでなく、経済部そして財務部の幹部の方もご出席

いただいているわけでございますので、特に生の声が、３月に意見

書としてまとめる過程の部分まで、教育長や担当部長の目に耳に入

るということがすごく大きなことで、すごいいい懇談会だなと感じ

ているところです。 

是非とも皆さんはそういった思いで、次回、その二つの角度から、

ご提案の進め方で進めていければなと思っております。皆様ご意見

いかがでしょうか。 

委 員： 先ほど他の委員さんが、つくばに来られたばかりで現状もわかっ

ていない中で、すごい純粋な意見を言っておられて、いいなと思っ

ていました。 

自校方式の話をなさっていたと思うのですけど、五十嵐市長は市

長になられたときに、自校方式のことも若干言っていたような記憶

があって、あと地産地消率も高い数値を言っておられたような気が

したんですけれども、４年経って、再選なさって、今はどんな感じ

になっているのですか。 

座 長： 私の立場からなんとも言いがたいところでありますが、いずれに

しろ地産地消につきましては、メリットや大切なことも、それぞれ

の立場の方も理解しているところかと思います。 



 

ただ、どうしても２万 5000 食の安全となりますと、対応できるで

きない、さらにはコストについて、どうしても自校式ですと、コス

トがかかってしまうのが現実なんですね。同じ市内であっても、金

額が違うという自治体も現実的に全国の中にあるんですけども、そ

ういった部分について、それがいいか悪いか、また様々議論があろ

うかと思います。 

その中での取り組みの中で先ほど説明がありましたが、茎崎の給

食センターがかなり長く使われているので、新しく見直しをしなけ

ればいけない。茎崎をなくすのか、残すのか。さらには新しく作り

直すのかとか、いろんな検討をしているところでございますので、

何らかの機会でまたご説明の場もあろうかと思っております。 

ただ市長の思いについて、ちょっと私の方では何とも申し上げに

くいところでありますので、多分、思いは変わってないと思います。 

地産地消率を 50 にすると言っても、現実的に、さんまをつくばで

地産地消とするわけにはいきませんので、経済効果的にどれだけ金

額を購入してるかというのも大切な物差しかなと思っているところ

です。 

市長も 20 を 50 にするだけでなく、母数単位、物差しを変えて、

全体的に見たときに 50 という思いが何かあるのかなというふうに、

私が勝手に思ってるところです。 

委 員： 一つの意見として例えば、これからできる新設校は必ず給食室を

設置して、そこで試験的に自校方式を試してみるというのを提言し

てはどうかという話をすることもありうると思います。 

この会はそれを真剣に意見を言える会なのか、それともやっぱり

現実に即してないから、予算も決まっちゃってるから、そういうの

は無理ですよと、内々に納められてしまう会なのか、そこのところ



 

は、ぜひ聞きたいところです。 

座 長： その件につきましては、今の自校式の課題だけでなく、大きな遠

くの高い理想を、そして現実の中ではこういうことができるじゃな

いですかというようなご提言を、ぜひこの場で話していただきたい

と思います。そのようなことも言えるような会だと思いますので、

本当の生のお声を聞いていただければ、本当に素晴らしい懇談会の

メンバーなのかなというふうに思っております。 

場所を変えたら、予算がどうなんだとか、現実どうなんだという

形にしないと、発言できないテーブルもございますけども、すべて

は子どもたちのために、そしてその子どもたちが 20 年後親になった

時に、こういう学校で、つくばで育ったからこういう社会人になれ

ている、父親になれたんだ、母親になれたんだ、というそういう給

食になれればなというふうに、それは家族の繋がりになろうかと思

います。 

安心安全な学校給食のために子どもたちの笑顔のためにという、

文字がありましたけども、子ども達の笑顔ということは家族の笑顔

になる、市民の笑顔になるわけですので、まさしくそこにお金は相

当数、予算をつけて、他のことは少し遅れても、望ましいのかなと

思いますのでぜひとも忌憚なくご発言していただければなと思いま

す。 

委 員： 一市民で、給食のことを子どもから聞く話しか知らないですし、

実情に即してないことばかり今言おうとしてるんですが、このまま

だと、何も話せず、何の役にも立てなそうなのでちょっと思い切っ

て今言わせてください。 

今回応募しまして、ぜひお伺いしたかったのが、フードロスのこ

とです。 



 

子どもたちの好き嫌いもあるし、食べきれないものとか、あとは

調理しきれなかったものですとか、残された食べ物が一体どこに行

くのかというのが、まず知りたかったことです。 

個人的に、持続可能でないといけないという考えを大切にしてい

まして、給食に関しても、残った食べ物がどこに行っているのかな

ということと、それに関して、真剣に対策を講じて、日本でもつく

ばがリードできるぐらいの制度が、作っていただけたらいいかなと

いうことです。 

それから給食は、いろいろ献立表ですとか、細かい成分とかもい

ろいろ見させていただいて、本当につくば市の地産地消への努力で

すとか、あとはカレーをルーから作るとか、お味噌汁をだしから取

るとか、ものすごくおいしい給食のために努力されているなという

のが、しみじみ感謝の思いでいっぱいです。 

ただ、それと同時に、どうしてこれは輸入物のアスパラを使う必

要があったのかなとか、あとは、おそらくパンに使う小麦粉の８割

はカナダ産アメリカ産の輸入物なんだろうなっていうふうに、想像

しています。 

輸入品を使う理由はないんじゃないかなと思います。理想ですけ

れども、100％つくば産は難しいとしても、100％国産はできるんじ

ゃないかなっていう気がしています。 

特に私はパン屋をやっていて、何を言うと思われるかもしれませ

んけれども、うちは輸入小麦粉は、オーガニックのものしか使って

はいない、国産の小麦粉を主に使っているんですけれど、やっぱり

残留農薬、ヨーロッパで認められていないような基準の残留農薬が、

カナダ産アメリカ産からは検出されているので、私はそういう小麦

粉を使ったパンが、子どもたちのお昼ご飯としてふさわしいとは思



 

っていないんですね。 

あと、子どもの給食に対する感想を聞きましても、ご飯がいいと

言います。午後すごくおなかがすくと。パンの日は、給食が全く残

らないそうです。男の子たちとか体の大きい子たちは、とにかくお

かわりして食べ尽くす。これはうちの子のクラスの話だけかもしれ

ないんですが、とにかくお腹を満たしたい小中学校の子どもたちに

はやっぱり和食、ご飯と、野菜とかお魚や肉を使ってほしく、輸入

品を使う理由がないなということを、常々思っています。 

あと一番の理想を言うと、月に１回でもとにかく安心安全な、給

食の日みたいなのが、少しずつでもできてくれればいいなと思って

います。 

座 長： ありがとうございます。まさしく国産というのが大切かなと、そ

の土地でできるものがその土地に生活する体に合っているものとい

うふうによく言われる時もございます。何かそういった体の健康を

含めた上で、せっかくの機会ですので栄養士部会から何かお願いし

ます。国産ですとか、体の健康とかの観点から何かご意見等、方向

性ありましたらお願いします。 

 委 員： 栄養士部会の方でも、国産であったり、県産のものであったり、

つくば市産のものであったりということで、なるべく使いたいとい

う思いで、各栄養士が献立を立ててはいます。 

ただ、現状として輸入物を使っているのは、特に私がいるほがら

か給食センターは、1 万 2000 食を作っていて、各ブロック三献立に

分けて、4000 食ちょっとという形で分けて作ってはいるんですが、

それでもたくさんの野菜を使います。朝早くから調理員さんに来て

いただいて調理をしているんですけれども、生の野菜だけではとて

も、朝から作って、給食の時間に間に合うような献立を作るってい



 

うのが厳しいということがあります。 

あと、大規模であるがゆえに、野菜がそろわないとか、価格など

も、国産のものが高くて、限られた予算の中ではすべて使えず、限

られた予算の中で給食を出さなければいけないということを考える

と、やはり輸入の物も使わざるをえないとか、そういったいろいろ

な問題もあって、現状は使っているような状態です。 

パンについては、私の方で国産の小麦にということは言えないの

で、いろいろな関係機関も関わってくることだと思うので、何とも

言えないんですけれども、理想としてはもちろん、そういったもの

ができたらとてもすばらしい給食になるのではないかなというとこ

ろもあります。 

栄養士部会としても、少しずつでも目指せるように、努力はして

いきたいなというふうには思うのですけれども、今のところそうい

ったような現状があります。 

座 長： はい、ありがとうございます。様々な現場でも取り組んでいらっ

しゃるようですけども、ぜひ、さらにこういった会合の中で、顕在

化しながら拍車が進められればなと思っております。 

パンよりもご飯だとか、もしくはパンであっても、何か一緒の副

食によっても、パンだからこそ主食がご飯ではできない何かメニュ

ーができるのかなと思うこともあろうかと思いますけど、何か感じ

たことがあったら発言していただけたらと思います。 

委 員： 先ほどのパンの日は、本当に男の子たちが給食を食べ尽くすよう

だというお話がありましたが、これはまさしくその通りで、僕の学

校でもそうでした。 

これはクラスや学校によってもおかわりの仕方というのは学校ご

とに何かいろいろあるようなんですが、いずれにしても、パンの日



 

というのは、確かにみんなおかわりをしにやってきて、みんなで真

剣な顔をしてジャンケンをして、それで勝者がパンを食べるんです。

国産であるかとか和食であるかとか、そういった問題なのかどうか

というのは、親が神戸出身であったりもしてパン食の人間なので、

あんまりよくわからないっていうのが正直なところであります。 

ただ、はっきりこうだろうなといえるのはパンの時はご飯の時よ

りも、単純にボリュームが少ないです。多分それが、パンの日はお

かわりを真剣にするという理由なのではないかなと思います。 

ご飯が資料２の、９ページの写真にあるような、それなりの量が

あるのに対して、バターロールみたいなものが、大きさはこのご飯

の箱よりもちょっと幅が狭いぐらいで、パンなので当たり前なんで

すが、スカスカというか、そういうところがあります。 

ですから、量が足りないっていうのは、パンの日にはあるんじゃ

ないかなと思います。 

それから、パンなのかパンじゃないのかが問題かっていうと、完

全にそうといえるとは言えないと思っています。 

例えば、米粉パンの日があるのですが、この米粉パンは、なかな

かボリュームがありますし、さっき言ったようなバターロールとは

僕は比較にならないと思うぐらいのボリュームがあって、米粉パン

だとあんまりおかわりを取り合うようなことは発生しないです。 

ですから、和食か洋食かというのもあるかもしれませんが、何よ

り、パンの日は量がちょっと足りないとか、午後給食の後に、６時

間目に例えば体育がありますとかいうと、ちょっときついとか、そ

ういう声は聞かれました。 

座 長： 率直にご意見といいますか体験談をありがとうございます。まさ

しく午後の体育とか部活をやっていたらお腹がすくとか、是非とも



 

そのような形で提言の方でも、今まとめに入るわけではなく、これ

からスタートして課題を確認したところでありますけども、主食が

パンの時には、主菜は少し重いものといいますか、腹持ちがいいよ

うなものをとか、そういった方向性をまた、まとめていければいい

なと思います。 

あわせて同じように、学校の先生の立場で、ご意見ございました

らお願いします。 

委 員： 今の話が、とてもうなずける内容で、素晴らしいなと思って聞い

ていたところです。 

現場のものとして、つい最近まで給食を食べていた学生さんと、

それから、子どもたちの保護者の皆様と、給食に携わる野菜を作っ

てくださっている方の、こういう声を、聞ける場に今いるというの

はすごく素晴らしいことだと思って、うなずきながら聞いていまし

た。 

先ほどの話で、夢のあるという話で、私が思う夢のある給食って

何かなと思った時に、やっぱり子どもたちが、食べる給食だと思っ

たときに、笑顔になるような、そして、それだけじゃなくて、安心

安全のものかなと思いながら考えていました。そこを外さないで、

そこをベースに考えていくことが大切なのかなと思います。 

私の方からは、まず、こんなコロナ禍で、給食を再開してくださ

る事へ本当に感謝をこの場で、申し上げたいなと思っています。今、

学校に２割ぐらいの子どもたちが、オンラインですが学校で学んで

います。医療従事者の方が、保護者であったりすると、仕事も休め

ないので、学校で学んでいる子たちがいます。 

その子達は保護者が作ってくれたお弁当を持ってくるんですけど

も、子どもたちが、お弁当も好きだけど、そろそろ給食食べたいな



 

と、ボソッと言っていました。前向きで食べるんだけど、給食食べ

たいな。本当に心からの声だと思います。 

それは、子どもたちだけじゃなくて、私たち教職員もそろそろ給

食を食べたいなってすごく思っているところです。こんな大変な中

でも、再開してくださることは、とてもリスクもあるんだと思うん

ですけども、とても感謝しています。 

そしてもう一つ感謝したいことは、食物アレルギーへの対応で、

除去食の写真が出ていたと思うんですけども、本校はほがらか給食

センターなんですが、除去食を本校も世話になっています。 

とても丁寧に対応してくださっていて、給食配送車で一緒に届け

てくださるんですが、どの人も大切にしていただいてるので、それ

を大切に担任の先生から、除去食の必要な子に届いて、説明をして、

確認しているところを、周りの子たちも見ながら、それも食育なの

かなと思って見ています。子どもたちが食べることを通して、いろ

んなことを学ぶことができるので、給食はありがたいなと思ってい

ます。 

先ほどお話があったように、出前授業なんかも最近なかなかでき

なくて、ただやっていた頃は、今出ている給食を作っている方の、

生産者の顔が思い浮かんだり、生産者の方の作る時の苦労の声を生

で聞くことができたり、子どもたちにとっては、とっても生きた食

育なので、コロナ禍であってもそういうことが、工夫してできない

かなと、そういうことを考えるのも、次回、学校としても、先進的

な取り組みを調べていきながら、意見が出せるといいなと思うとこ

ろです。ただ、今意見があるかというと、そこまでは持っていない

んですが、私からは以上です。 

座 長： すてきなご発言ありがとうございます。本当に感謝という形で、



 

こういったコロナ禍であっても、給食センター、また納品される業

者の方々、また先生方、職員の方々のいろんなリスクを心配しなが

らも取り組むというその心労の方が、体力的な疲れよりも、心遣い

が大変かなと思うところ、感謝したいなと改めて思うところでござ

います。 

時間に限りあるところでありますけども、せっかくの機会ですの

で何か改めて、発言、思い、特に制限することありませんので何で

も結構です。 

委 員： 先ほどはあのような意見を言ったんですが若い高校生の方の意見

で、ちょっと目が覚める思いをしながらの話を伺ったところござい

ます。 

それで、夢と理想を掲げつつというところで、資料としていただ

きたいなというのが二つあるんですけれども、一つとしては、給食

費ですね。 

給食費が全国平均ではあるものの県平均よりは高いというような

お話があったと思うんですけれども、そちらの理由は、どういった

ことでそうなるのかなと思います。 

別に安くていいというふうに思っているわけではないんですけれ

ども、それが例えば、地産地消をこれだけの割合で言うとこれだけ

増えるんだとか、そういったことの計算ができるのであれば、次回

伺えればいいなと思っています。 

あと、給食センターの統廃合が進んでいるかと思うんですけれど

も、資料を見ていく中で、令和 20 年度ぐらいには減少傾向とか、そ

ういったことで、もうお分かりになっているということなんですが、

ざっと給食センターをどのようにしていきたいのかという、5 か年

計画だとか 10 か年計画だとか、そういったものがあるのであれば、



 

見てみたいなと思います。 

特に大穂と桜の給食センターが閉じたあたりというのは、我々保

護者的には、そうなんだ、どうしてだろうというぐらいで、ちょっ

とよくわからなかったという経緯があります。そちらを閉じなけれ

ばならなかった理由というか、茎崎は 40 年以上稼動してても、まだ

稼動続けているのに桜は閉じましたと。閉じてなければこの逼迫状

況というのはどうだったのかとかいうところで、どういった計画を

もとに廃止したのか、経緯をざっと次回説明いただけると、つくば

市はこういうふうに統廃合していくんだなということがわかりやす

いと思います。 

現状のこの課題にこだわらなくてというところではあるんですけ

れども、統廃合が進んでいく、児童数急増への対応っていうところ

は、それなら安心だねっていうところに腑に落ちれば、理想も立て

やすいかなというところで、この２点だけ宿題としてお持ち帰りい

ただければありがたいなと思います。 

座 長： 健康教育課お願いします。 

事務局： ありがとうございます。以上の２点の意見を承りましたので、次

回の会議までに、準備をして皆様に配布をしたいと考えております。 

 座 長：ありがたいご意見ありがとうございました。そうですね。高いから

悪いってわけじゃないですね。高いけども、これで一品品物がいい

んだとか、一つ加えているんですとかですね、何かあればなと、様

々なことでお願いいたします。 

統廃合については、今までどういう議論で現状になって、そして

今後どういうふうになっていくというのは、深く、広くご説明いた

だければなと思っております。 

全体通して改めての質問等そしてご意見等ございますでしょう



 

か。特別なければ、今後のスケジュールの、資料 1 の３ページの第

２回について、選定テーマそして追加すべきテーマ、事例収集等の

提案等ということがたたき台になっております。 

繰り返しになりますが、遠くの高い、理想を求めての何か提案と

か、しかし、近くの低い現実に沿って、ここをこうすべきというの

と、二つの角度から、何かそれぞれで調べてたり、もしくは思い等

を持ち合わせていただけたら、その中でさらに掘り下げる、もしく

は広げていくということの作業に入っていければなというふうに思

っております。 

見つけた資料があった時、その資料が配布できるかどうか、その

内容についても慎重に判断しなきゃいけないんですが、場合によっ

ては、事務局に 10 月 25 日くらいまでに、何らかの手段で、お届け

いただけたらば、次回の時に資料を配布できると思います。 

そういったことも、より理解を深めるためには、対応していただ

きたいと思いますので、何かそのようなことであれば、事前に資料

をお届けいただければ、このテーブルで皆さんに配布して、理解を

深めて、前に進めればなと思います。 

そういったことも含めて、時間より中身の濃い形で、意見交換を

して、テーマを絞り込んで提言にいくような形を進めていければな

と思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、様々なご意見をいただきながら、本日用意させていた

だきました本懇談会における案件は終了ということで、ここで座長

の任を解かせていただきまして、議事進行については終結をしたい

と思っております。ご協力いただきましてありがとうございました。 

それでは事務局の方に進行のほう渡したいと思います。今後ともま

た次回もどうぞよろしくお願い申し上げます。 



 

 

６ 閉会 

事務局： 以上をもちまして、つくば市学校給食のあり方懇談会を閉会いた

します。本日は貴重なご意見をいただき、誠にありがとうございま

した。次回、11 月５日に第２回目の懇談会を開催したいと存じます。 

 それでは本日はどうもありがとうございました。 

 



令和３年度（2021 年度）第１回 

つくば市学校給食の在り方懇談会 次第 

 

日時：令和３年(2021 年)９月 24 日（金） 

       午後２時から４時まで 

場所：つくば市役所本庁舎２階 201 会議室 

 

 

１ 開会 

 

２ 教育長あいさつ 

 

３ 自己紹介  

 

４ 座長の選出 

 

５ 事務局説明  

（1） つくば市学校給食の在り方懇談会について 

（2） つくば市学校給食の現状と課題 

 

６ 意見交換 

 

７ 閉会 



(開催期間：令和３年９月１日から令和４年８月31日）

選 任 種 別 委 員 氏 名 役　職　等

1 市議会議員 木村　清隆 つくば市議会

2 根本　俊明 JAつくば市営農部長

3 横山　治夫 JAつくば市谷田部営農部長

4 吉田　佳代子 つくば市学校給食会栄養士部会部長

5 井坂　薫 つくば市学校給食会給食主任代表（九重小学校）

6 森田　佳子 つくば市食生活改善推進員協議会会長

7 岡野　光浩 つくば市校長会会長（秀峰筑波義務教育学校）

8 玉田　晴美 つくば市学校給食会会長（九重小学校）

9 藤　照子 つくば市幼稚園長会会長（手代木南幼稚園）

10 吉沼　正美 つくば市教育局長

11 中島　弘志 つくば市財務部長

12 野澤　政章 つくば市経済部長

13 石塚　英樹 つくば市給食センター代表所長

14 猪野  研一 つくば市PTA連絡協議会会長又は会長が指名した者

15 金子　朋子 市民公募（市内学校等に通う子の保護者）

16 金田一　裕穂 市民公募（市内学校等に通う子の保護者）

17 秋元　波 市民公募

18 河口　宗央 市民公募

19 中右　皓暁 市民公募

地方行政機関及び公共的団体の役職員

学識経験者  

学校教育関係者

学校給食運営に関わる市職員

つくば市学校給食の在り方懇談会名簿

市民



 

つくば市学校給食の在り方懇談会開催要項 

 

 （開催） 

第１条 今後のつくば市の学校給食の基本的な在り方を検討するため、学校給食に

係る施設整備や学校給食の課題と方向性について、つくば市学校給食の在り方懇

談会（以下「懇談会」という。）を開催する。 

 （懇談事項） 

第２条 懇談会は、次の各号に掲げる事項について懇談及び意見交換をする。 

(1) 学校給食施設整備及び活用に関すること 
(2) 食育等に関すること 

(3) その他学校給食の在り方を検討するために必要な事項に関すること。  

（構成） 

第３条 懇談会は、次に揚げる者のうちから教育委員会が選任した者20人以内をも

って構成する。 

(1) 市議会議員 

(2) 地方行政機関及び公共的団体の役職員 

(3) 学識経験を有する者 

(4) 学校教育関係者 

(5) 学校給食運営に関わる市職員 

(6) 市民から公募した者 

(7) 前各号に揚げる者のほか、教育委員会が必要と認める者 

 （開催期間） 

第４条 懇談会は、令和３年９月１日からおおむね２年間開催する。 

 （座長） 

第５条 懇談会に座長を置く。 

２ 座長は、構成員の互選により定める。 



 

 （庶務） 

第６条 懇談会の庶務は、教育局健康教育課において処理する。 

   附 則 

 この要項は、令和３年４月23日から施行する。 
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つくば市学校給食の在り方懇談会について 

 

 

１ 目的 

つくば市教育委員会は、学校給食に係る施設整備・学校給食の課題と方向 

性について、今後の学校給食の在り方を検討するため、「つくば市学校給食

の在り方懇談会」を設置する。 

つくば市教育委員会は、この懇談会での意見を踏まえ、安全で安心な学校 

 給食事業を運営していくことを目的とする。 

 

２ 懇談事項 

  懇談会は、次に掲げる事項について懇談及び意見交換をする。 

(1) 学校給食施設整備及び活用について 

(2) 食育等に関すること 

(3) その他学校給食の在り方を検討するために必要な事項に関すること。 

     

３ 検討会の組織 

(1) 検討会は、委員 20 名以内で構成する。 

(2) 委員は、教育委員会が委嘱する。 

 

懇談会委員名簿  計 19 名 

区 分 所属・役職 

市議会議員 つくば市議会  

地方行政機関及び公

共的団体の役職員 

ＪＡつくば役職員 

ＪＡ谷田部役職員 

学識経験者 

 

 

つくば市栄養士部会部長 

つくば市学校給食会給食主任代表 

つくば市食生活改善推進員協議会会長 

学校教育関係者 

 

 

つくば市校長会会長 

つくば市学校給食会会長 

つくば市幼稚園会会長 

学校給食運営に関わ

る市職員 

 

つくば市教育局長 

つくば市財務部長 

つくば市経済部長 

つくば市給食センター代表所長 
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市民 

 

つくば市ＰＴＡ連絡協議会会長 

市民公募(市内学校等に通う子の保護者) 

市民公募(市内学校等に通う子の保護者) 

市民公募 

市民公募 

市民公募 

 

(3) (仮称)つくば市学校給食の在り方検討会の事務局は、つくば市教育局 

健康教育課で行う。 

 

４ 本検討会の位置づけ 

 

(仮称)つくば市学校給食の在り方懇談会 

 

 

     意見 

 

 

 

 

     報告 

 

               諮問・報告 

つくば市教育委員会              つくば市立学校給食センター 

答申・提言    運営審議会 

 

 

      課題協議 

      つくば市地産地消推進 

つくば市の学校給食における 地産地消率設定 ガイドライン     目標値  生産者 

 地産地消推進会議                            給食センター 

 

 

 

           【健康・食育】第２期つくば市食育推進計画 

【教育】第２期つくば市教育プラン 

【農業】つくば市農業基本計画 

           学校給食・地産地消に係る法律、上位関連計画書 

           ・食育基本法 ・第３次食育推進計画(農林水産省) 

           ・学校給食法 ・茨城県食育推進計画 

   

              

つくば市教育長 
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５ スケジュール（予定） 
 

日時/場所 件名 内容（案） 

令和３年９月 24 日（木） 
14：00～16：00 
庁舎 201 会議室 

第１回 委嘱状交付 
自己紹介 
事務局説明 
・本懇談会について 
・つくば市学校給食の現状と課題 
意見交換 
・今後の進め方について 
・テーマの設定 
 

令和３年 11 月５日（金） 
13：30～15：30 
庁舎 201 会議室 

第２回 意見交換 
・設定テーマについて 
・追加すべきテーマ 
・事例収集の提案等 
 

令和３年 12 月 27 日（月） 
13：30～15：30 
庁舎 204 会議室 

第３回 意見交換 
・設定テーマについて 
・これまでの意見の整理 
 （つくば市立学校給食センター 

運営委審議会報告） 
 

令和４年１月 28 日（金） 
10：00～12：00 
庁舎 204 会議室 
 

第４回 意見書（案）の検討 

令和４年２月 28 日（月） 
10：00～12：00 
庁舎 203 会議室 
 

第５回 意見書のとりまとめ 

 
 



つくば市学校給食の現状と課題

教育局 健康教育課

【資料２】



つくば市学校給食の現状と課題

１ はじめに

２ つくば市学校給食施設の分布

筑波学校給食センター

つくばすこやか給食センター豊里

つくばほがらか給食センター谷田部

茎崎学校給食センター

３ 運営の概要

４ 給食の内容

５ 課題①～④

６ まとめ

【資料２】



はじめに

学校給食の目標

✔1.適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。

✔2.日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営むことができる

判断力を培い、望ましい食習慣を養うこと。

✔3.学校生活を豊かにし、明るい社交性及び共同の精神を養うこと。

✔4.食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、

生命及び自然を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。

✔5.食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての

理解を深め、勤労に重んずる態度を養うこと。

✔6.わが国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。

✔7.食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。

（学校給食法第２条）

1

【資料２】



つくば市学校給食施設の分布

• 令和２年３月に、大穂学校給食センター(⑤)と桜学校
給食センター(⑥）を廃止

• 現在市内４か所の学校給食センターを運営

①筑波学校給食センンター

②つくばすこやか給食センター豊里

③つくばほがらか給食センター谷田部

④茎崎学校給食センター

• 市内62の小、中、義務教育学校及び幼稚園に、１日当
たり約25,000食を提供。

2
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２

３

４

５
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筑波学校給食センター

3

所在地：つくば市神郡1222

開設年月日：Ｈ15.4.1

延床面積：822㎡

敷地面積：3,502㎡

調理能力：2,500食

提供食数：1,745食

【資料２】



つくばすこやか給食センター豊里

4

所在地：つくば市高野1197-17

開設年月日：Ｈ26.4.1

延床面積：3,299㎡

敷地面積：8,364㎡

調理能力：8,500食

提供食数：8,966食

【資料２】



つくばほがらか給食センター谷田部

5

所在地：つくば市藤本3-1

開設年月日：R2.4.1

延床面積：4,744㎡

敷地面積：11,444㎡

調理能力：12,000食

提供食数：12,303食

【資料２】



茎崎学校給食センター

6

所在地：つくば市小茎401

開設年月日：S55.4.1

延床面積：1,141㎡

敷地面積：4,617㎡

調理能力：3,500食

提供食数：1,890食

【資料２】



運営の概要

項目 内容

献立数 １献立 筑波・茎崎学校給食センター
３献立 すこやか・ほがらか給食センター

給食費（月額） 幼稚園3900円、小学校1～2年生4100円、小学校3～6年生4300円
中学生4700円、教職員5000円

使用食材 地元産食材を積極的に使用。すべての食材について成分、生産地等
が明らかなものを使用。

調理能力 市内４センターの合計 26,500食／日

外部委託 配送：すべての給食センターで外部委託を実施
調理：筑波、すこやか、ほがらか給食センターで外部委託を実施
廃棄物収集：すべての給食センターで外部委託を実施

7

【資料２】



給食の内容

８

【資料２】



給食の献立（例）

9

副菜
（サラダ）
磯か和え

主菜
地産地消かき揚げ

デザート
ひとくちゼリー

副菜
（汁物）
ぬっぺ汁

主食
ごはん

【資料２】



課題

①児童生徒数急増への対応

②食物アレルギー対応

③食育の取り組み

④地産地消の推進

10

【資料２】



①児童生徒数急増への対応（1）

現状
• 沿線開発地区の人口増加に伴う学校新設等により、必要食数が急激に増加
している。今後も新設校の建設が控えており、早急な対応が必要となる。

• 人口増加地域の学校に給食を提供している、すこやか給食センター豊里及
びほがらか給食センター谷田部は、既に調理能力に等しい食数を提供して
おり、これ以上の食数増加への対応は難しい。

• 茎崎学校給食センターの老朽化が著しく、現行の衛生管理基準や耐震基準
への適合に課題がある。

11

【資料２】



①児童生徒数急増への対応（2）

24,548

25,615

26,337

26,929

27,406

27,877

28,404
28,745

28,981 29,035

22000

23000

24000

25000

26000

27000

28000

29000

30000

R２ R３ R４ R５ R６ R７ R８ R９ R10 R11

必要食数の推移（食）

調理能力

供給可能最大数

必要食数

必要食数が、
R4年度に調理能力を超え、
R7年度中に限界を迎える！

12
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①児童生徒数急増への対応（3）

必要食数が、
R4年度に調理能力を超え、
R7年度中に限界を迎える！

（仮称）新桜学校給食センター建設事業

・建設予定地 つくば市天王台２丁目２番地２（敷地面積10,037㎡）

・建設規模 延床面積3,700㎡程度、鉄骨造２階建て、調理能力7,000食

・事業スケジュール

令和３年４月～10月：基本計画策定、敷地測量

令和３年10月～令和５年１月：基本・実施設計

令和５年７月 ～令和６年11月：建設工事

令和７年４月：供用開始

13

【資料２】



②食物アレルギーの対応（1）

必要食数が、
R4年度に調理能力を超え、
R7年度中に限界を迎える！

食物アレルギー調査

食物アレルギーあり

学校における管

理指導を希望

医療機関の受診

学校における管理

指導を希望しない

食物アレルギーなし 調査終了

学校給食対応開始依頼書
を提出し、対応開始

「学校生活管理指導表」
の記入依頼。個別面談の実施

14

※学校生活管理指導とは

医師の診断に基づき、保護者・学校・

教育局で情報を共有し、給食をはじめ

授業や学校行事などで食物アレルギー

に配慮すること。

【資料２】



②食物アレルギーの対応（2）

必要食数が、
R4年度に調理能力を超え、
R7年度中に限界を迎える！

つくば市の給食における対応（学校生活管理指導(※)希望者）

1 詳細な献立表の提供

2 給食全部もしくは一部（牛乳、ご飯、パン）停止➡弁当持参

3 除去食提供（乳・卵のみ）➡すこやか・ほがらかセンター配送校のみ

【除去食専用容器】

15

【資料２】



②食物アレルギーの対応（3）

必要食数が、
R4年度に調理能力を超え、
R7年度中に限界を迎える！

総数 アレルギー
管理指導者数 割合

幼稚園 747人 15人 2.0％
小学校 15,084人 292人 1.9％
中学校 6,143人 70人 1.1％
合計 21,974人 377人 1.7 ％

エピペン保持者数は…
幼稚園 3人 小学校 65人 中学校 16人

16

※2021年現在

【資料２】



③食育の取り組み（1）

17

令和3年度 学校給食年間計画
月 給食目標 行事給食

つくば地産地消
の日

月 給食目標 行事給食
つくば地産地消

の日

4

決まりを守って
楽しい給食にしよう

進級・入学おめでとう
給食

【小松菜】
【キャベツ】

10

自然の恵みに感謝し
よう

みんなで食べる給食
お月見給食

実りの秋給食

【赤パプリカ】
【水菜】

5

上手に食器を
取り扱って大切にしよ
う

こどもの日給食 【ほうれん草】

【キャベツ】
【春だいこん】 11

感謝の気持ちをもって
食事をしよう

県産品メニュー

和食の日
つくば市民の日
メニュー

【ヤーコン】

【れんこん】

6

衛生に気をつけよう、
良く噛んで食事をしよ
う

カミカミメニュー
スイス選手団歓迎メ
ニュー（６月後半予定）

【きゅうり】
【水菜】
【新玉ねぎ】 12

寒さに負けない食事を
しよう

クリスマス給食
冬至給食

【白菜】

7

好き嫌いしないで
何でも食べよう

七夕給食
スタミナ給食

2020日本応援メニュー

【新じゃが】
【小松菜】

1

伝統的な食文化につ
いて
理解しよう

全国学校給食週間
メニュー

【にんじんペース
ト】

【芋がら】

9

マナーを守って
楽しい給食にしよう

実りの秋給食

ジオ給食

【きのこ】

【れんこん】
2

食べ物の働きを知ろう 節分給食

バレンタイン給食

【長ねぎ】

【ごぼう】

10

自然の恵みに感謝し
よう

みんなで食べる給食
お月見給食
実りの秋給食

【赤パプリカ】
【水菜】

3

給食を振り返ってみよ
う

ひな祭り給食
卒業・修了おめでとう
給食

【キャベツ】
【大根】

【資料２】



③食育の取り組み（2）

必要食数が、
R4年度に調理能力を超え、
R7年度中に限界を迎える！

18

給食目標 行事給食 地産地消の日

6
月

衛生に気をつけよう
良く噛んで食べよう

カミカミメニュー
スイス選手団歓迎メニュー

【きゅうり】
マカロニサラダ
【新玉ねぎ】
新玉ねぎのスープ

7
月

好き嫌いしないで
何でも食べよう

七夕給食
スタミナ給食
2020日本応援メニュー

【新じゃが】
新じゃがのポークカレー
【小松菜】
小松菜の中華スープ

11
月

感謝の気持ちをもっ
て食事しよう

和食の日
つくば市民の日メニュー

【ヤーコン】
ヤーコンのピリ辛炒め
【れんこん】
れんこん入りカレー

令和3年度学校給食年間計画（一部抜粋）

【資料２】



③食育の取り組み（3）

19

学校での取り組み事例：松代小学校

つくば市産朝どりとうもろこし給食。

給食センターで、とう
もろこしを１本づつ包
丁で切りわけます。

いつも以上によく
味わって食べる姿
が見られました。

「今まで食べたこと
なかったくらいの甘
さでした。」

つくば米粉パン・牛乳
ハムカツ
つくば市産蒸しとうも
ろこし
野菜たっぷりスープ

【資料２】



市内全体（品目数ベース）

学校給食センター別（品目数ベース）

Ｈ30年度（2018年度） Ｒ1年度（2019年度） Ｒ2年度（2020年度）

つくば市産 茨城県産 つくば市産 茨城県産 つくば市産 茨城県産

16.1% 38.7% 17.2% 39.1% 21.3% 45.4%

センター名
Ｈ30年度（2018年度） Ｒ1年度（2019年度） Ｒ2年度（2020年度）

つくば市産 茨城県産 つくば市産 茨城県産 つくば市産 茨城県産

大穂 20.3% 42.0% 19.3% 40.1% ― ―

すこやか 16.5% 40.5% 18.2% 39.2% 20.4% 44.7%

桜 13.6% 34.3% 15.1% 33.9% ― ―

茎崎 13.8% 39.6% 13.9% 34.3% 21.1% 46.9%

筑波 19.5％ 44.8% 18.4% 44.5% 24.0% 51.0%

ほがらか ― ― ― ― 19.4% 38.2%

④地産地消の推進（1）

20
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④地産地消の推進（2）

課題

•つくば市産で使用できる野菜の品目が限られている。
•つくば市産の野菜は、時期によって他の納入業者と比べ、価
格が高いものなどが納品されることがある。

•つくば市産優先により価格が高くなり、他の材料費を削るこ
とがある。

•大量の野菜を使用するため、量の確保が難しい。

地産地消率(食品数ベース)の目標値「20％」

21
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まとめ

現状

つくば市では、24,904食/日の給食を調理・提供

筑波・すこやか・ほがらか・茎崎の4センターを運営

（仮称）新桜学校給食センター整備事業進行中

課題

必要食数の増加

食物アレルギーや宗教食など多様なニーズ

食育の推進

地産地消率の向上

22

【資料２】

安心・安全な学校給食のため。
こどもたちの笑顔のため。



ご静聴ありがとうございました。
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１ 現状と課題 

(1) 現状のつくば市立学校給食センター 

   つくば市では、現在４か所の学校給食センターを運営しており、小、中、義務

教育学校及び幼稚園に約 24,000 食/日の給食を提供している。 

   平成 26 年には、すこやか給食センター豊里が、令和２年には、ほがらか給食

センター谷田部が、学校給食衛生管理基準に適応した最新の施設として供用を開

始した。 

一方、筑波学校給食センターは供用開始後 17 年、茎崎学校給食センターは供

用開始後 40 年が経過し、建物や設備・機器等の老朽化が進んでいる。 

特に、茎崎学校給食センターの老朽化は著しく、調理環境の悪化や衛生管理、

安全面において支障をきたす恐れがある。 
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(2) 現状の課題 

①沿線開発地区の人口増加に伴う学校新設により、必要食数が急激に増加してい

る。今後も新設校の建設が控えており、早急な対応が必要となる。 

 ②人口増加地域の学校に給食を提供している、すこやか給食センター豊里及びほ

がらか給食センター谷田部は、既に調理能力に等しい食数を提供しており、こ

れ以上の食数増加への対応は難しい。 

 ③食数増加への対応として、給食センター配送校の見直しを行う場合、現食物ア

レルギー対応除去食提供校については、引続き、アレルギー対応除去食を提供

できる給食センター（すこやか給食センター豊里、ほがらか給食センター谷田

部）からの配送としなければならない。 

④茎崎学校給食センターの老朽化が著しく、以下のような課題があげられる。 

・建築基準法の旧耐震基準に基づき昭和 55 年に建設されているため、昭和 56

年の建築基準施行令改正による現行の耐震基準を満たさない既存不適格建

築物となっている。 

・設備が老朽化しており、設備機器の故障が頻繁に発生し、製造部品等の確保

が難しく、また学校給食衛生管理基準への適合に課題がある。 

・食物アレルギー対応除去食を提供する専用調理室が設置されていない。 

・見学スペースや研修室が整備されていないため、多様な食育に関する活動等

を行うことができない。 

 

以上のように、当市の給食提供において、児童生徒数の急増への対応が急務で

あるが、上記②、③などの理由から、現存する給食センターだけで本課題を解決

することは、ほぼ不可能である。 

調理能力増強のためには、市全域を考慮した調理能力と学校給食衛生管理基準

に適応した新学校給食センター（以下「新センター」という）の整備が必要であ

る。 

なお、茎崎地区における給食センターの在り方については、今後の市全体の児

童生徒数の動向を注視しながら、再度検討していく必要がある。 
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２ 基本方針 

  新センター整備については、つくば市立学校給食センター整備基本計画（平成 22

年 11 月）で示された施設整備方針を踏襲し、（1）から（6）については、以下のと

おりとする。 

  なお、（7）については、すこやか給食センター豊里及びほがらか給食センター谷

田部の整備を終えた現在の状況に鑑み、新たに追加するものとする。 

(1) 確実な衛生管理体制 

   ＨＡＣＣＰ（Hazard Analysis and Critical Control Point：危害分析・重

要管理点）の考え方に基づく「学校給食衛生管理基準」等に適合した施設を整

備する。 

   具体的には、汚染区域と非汚染区域の明確な分離、適切な温度管理、ドライ

システム対応施設とする。 

 

(2) 安心・安全でおいしい給食の提供 

    学校給食の安全性を確保し、多彩な献立に対応できる設備の整った調理施設

とする。 

また、すこやか給食センター豊里及びほがらか給食センター谷田部で提供し

ている食物アレルギー対応除去食を、新センターでも提供できるよう、専用調

理室を設ける。   

 

(3) 効率のよい調理環境の確保 

    新センターにおいても、相当食数の調理が見込まれるため、最新の調理機器

の導入、効率的な調理機器の配置により調理作業の効率化を進める。 

    これにより、学校給食への多様なニーズに応じながら、調理後２時間以内に

喫食という要件を満たすことのできる調理施設とする。 
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(4) 食育の推進と食育啓発活動 

    地産地消の推進や伝統的な郷土料理、行事食に関する指導の充実など、学校

と連携を図りながら食育の普及啓発を進める。 

    また、児童生徒のみならず、研修、展示、見学機能を充実させ、地域におけ

る食育推進施設の役割を果たせる施設とする。 

 

(5) 環境負荷の低減 

     節水器具、LED 照明、コンピュータ制御による消毒保管庫の最適化運転シ

ステム等を導入することにより、エネルギー使用量の削減、CO₂の排出抑制

など環境に配慮した施設とする。 

 

(6) 維持管理費の効率化 

     新センターの整備にあたっては、前記の機能を重視しながらも、施設の機

能を低下させることなく、経済性・効率性に配慮した整備を行うとともに、

学校給食センターの建設・運営に最適な事業手法を検討する。 

     長期的な将来を見据えた持続可能な施設とする。 

 

(7) その他 

     新センター開所後の配送校の再編成を考慮すると、すこやか給食センター

豊里及びほがらか給食センター谷田部で使用している、食器、食器カゴ及び

コンテナ等について、互換性のある施設が望ましい。 
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３ 必要食数の推計 

  令和２年３月に策定された「つくば市学校等適正配置計画（指針）」では、今後、

児童生徒数は、毎年増加を続け、令和 11 年度に最大の 25,627 人になると予想され

ている。（※学園の森義務教育学校学区内において今後５年で計画戸数 100％を達

成、みどりの義務教育学校学区内において今後 10 年で計画戸数 100％を達成する

とした場合）（表 1 参照） 

  この値に、幼稚園児、教職員、県立並木中等教育学校を加え、必要となる最大食

数は、約 29,000 食と想定される。 

  既存の４センターにおける設計上の調理能力は 26,500 食であるが、当市の児童

生徒数の増加は著しく、令和４年度には必要食数が調理能力を上回ることが予想さ

れる。 

  令和元年度において、すこやか給食センター豊里が、調理能力を超えた 9,500 食

を調理・提供していた実績があること、さらにほがらか給食センター谷田部の消毒

保管庫を増設することによって 700 食分ほどの余力が見込めることに鑑み、供給可

能最大数を 28,200 食と想定しても、令和８年度には、必要食数の提供が不可能と

なることが予想される。 

  児童生徒数が急増するなかでも、継続的に学校給食を供給することは自治体の責

務であり、その責を果たすべく、新センターの整備事業は早急に着手すべきである。 
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≪表 1≫今後の必要食数の推移           

 R２ R３ R４ R５ R６ R７ R８ R９ R10 R11 

小学校 10,871 11,059 11,038 10,994 11,017 11,113 11,221 11,260 11,282 11,315 

義務教育学校
（前期） 

4,213 4,628 5,062 5,568 5,842 6,089 6,314 6,418 6,401 6,274 

中学校 4,819 5,053 5,191 5,184 5,166 5,107 5,062 5,094 5,125 5,072 

義務教育学校
（後期） 

1,324 1,526 1,681 1,811 1,995 2,172 2,403 2,563 2,763 2,966 

県立並木中等 478 478 478 478 478 478 478 478 478 478 

幼稚園 747 747 747 747 747 747 747 747 747 747 

教職員 2,096 2,124 2,140 2,147 2,161 2,171 2,179 2,185 2,185 2,183 

合計 24,548 25,615 26,337 26,929 27,406 27,877 28,404 28,745 28,981 29,035 

R２は実数、R３以降は推計（単位：食） 
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≪表２≫センター別必要食数の推移 

 筑波 

（調理能力 2,500 食） 

ほがらか（谷田部） 

（調理能力 12,000 食） 

すこやか（豊里） 

（調理能力 8,500 食） 

茎崎 

（調理能力 3,500 食） 

Ｒ２年度 1,764 12,124 8,669 1,991 

Ｒ４年度 1,647 13,287 9,515 1,888 

Ｒ６年度 1,544 14,191 9,935 1,736 

Ｒ８年度 1,467 15,185 10,161 1,591 

R２は実数、R３以降は推計（単位：食） 

                  

 

４ 新センターの規模等について 

 ≪表３≫新センター調理能力の設計（単位：食） 

 (1) 調理能力 

表１において、

令和 11 年度には、

全給食センターで

29,000食程度の調

理能力が必要であ

るとの推計から、

表３のとおり、新

センターは、6,000

～7,000 食の規模が必要となる。 

また、供用開始から 18 年目を迎えた筑波学校給食センターだが、建物や設備・

機器等の老朽化が進んでおり、近年はボイラー、食器洗浄機、食缶洗浄機、揚物

機等、大規模な設備更新が続いている。一般的な給食センターの耐用年数が 30 年

から 40 年程度であることから、長期的な視点を持って、市全体の調理能力を設定

する際には、筑波センターの閉所も想定する必要がある。 

給食センター名 

食数 

R2.4 

提供数 
調理能力 

筑波センター 

閉所後 

筑波 1,764 2,500 ― 

ほがらか（谷田部） 12,124 12,000 12,000 

すこやか（豊里） 8,669 8,500 8,500 

茎崎 1,991 ― ― 

新センター ― 6,000～7,000 6,000～7,000 
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一方、令和 14 年頃までは、29,000 食程度の需要が見込まれるが、その後、必

要食数は徐々に減少し、令和 20 年には 24,000 食ほどとなることが予想される。 

今後様々な社会的要因の変化によって、児童生徒数について、現推計値とズ

レが生じてくることが十分に予想されるため、今後の人口増加を見極めながら

の調理能力の設定が必要となるが、食数ピーク時に対応し、かつ筑波学校給食

センター閉所後の調理能力にも勘案して、新センターの調理能力は 7,000 食と

し、以下方針を定めることとする。 

これにより、筑波学校給食センター、ほがらか給食センター谷田部、すこや

か給食センター豊里及び新センターの４センターで、合計 30,000 食の給食提供

が可能となる。今後、推計に多少のズレが生じたとしても、対応可能な食数と

考えられる。 

 

(2) その他の施設形態（運用方法） 

 ① 運用方式及び献立数 

学校給食衛生管理基準に基づくドライ運用とし、２献立とする。 

 ② 調理設備 

食物アレルギー専用調理室を設け、乳・卵除去食を提供する。 

 ③ 除害施設処理方式 

 担体流動ばっ気方式（ほがらか給食センター谷田部と同様の方式。専用の濾材

を使用することにより微生物の管理が容易）を検討する。 

 ④炊飯用設備 

現在つくば市は、茨城県学校給食会との契約に基づき、主食の提供について 

は、民間加工工場に委託している。しかし、近年、後継者問題、施設の老朽化 

問題、衛生管理問題等、県内主食業者をとりまく状況には課題が多く、廃業す 

る事業者も少なくない。 

 そのような状況に鑑み、新センターにおいては、炊飯用設備の導入、自前に

よる米飯提供を検討する。 
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５ 建設候補地について 

(1) 必要な敷地面積について 

４－(1)で示した、7,000 食規模の給食センターとする場合、8,500 食の設計で

あるすこやか給食センター豊里の敷地面積が 8,364 ㎡であることから、（ただし、

職員等の駐車場を含まない面積であることを踏まえ）10,000 ㎡程度の土地が必要

と見込まれる。 

 

(2) 建設候補地について 

建設候補地としては、「現茎崎学校給食センター敷地」、「茎崎地内の公有地又は

新たな土地の購入」、「新設予定校又はその隣接地」そして、「閉所センター跡地の

利用」の４つが考えられる。 

① 現茎崎学校給食センター敷地に建設 

現在地は、茎崎中学校の隣地であること、これまで現センターが立地してい

た実績というメリットがある。しかし、出入口の斜路がややきつく、周辺道路

も狭い。 

さらに、敷地が狭隘であり、５－(1)の面積を確保できないため、現茎崎学校

給食センター敷地での建て替えは困難である。 

② 茎崎地内の公有地又は新たに土地を購入 

現在地以外に建設する場合は、茎崎学校給食センターを稼働させながら給食

を提供できるというメリットがある一方で、新たな土地の確保という問題が生

じる。 

市有地としては、旧茎崎庁舎跡地が候補として挙げられるが、既に他の用途

で検討中であり新センターの建設は難しい。 

新たに土地を購入する場合、候補地の選定、地権者との交渉、近隣住民への

説明等が必要であることから、新センターの供用開始までは相当の期間を要す

る。 
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③ 新設予定校に併設又はその隣接地に建設 

市内でも特に人口増加率が高い、みどりの駅周辺地域の児童生徒の増加に合

わせ、みどりの学園の南に新設校予定地がある。しかし、住宅地が隣接してい

ることなどから、新センターの建設地としては望ましくない。 

また、新センターが建設された場合、食材搬入車や、給食配送車が頻繁に出

入りすることとなり、通学路の安全確保に支障が生じる。 

④  閉所センター跡地の利用 

  令和２年３月に閉所となった桜学校給食センター（天王台２-２-２）及び 

 大穂学校給食センター（若森 1645-２）の跡地は、今後の利活用予定が未定で

ある。 

  桜学校給食センターの敷地面積は、10,037 ㎡、大穂学校給食センターの敷地

面積は、2,605 ㎡であり、５－(1)の面積を確保できるのは、桜学校給食センタ

ー跡地となる。実際、桜学校給食センターの調理能力は、7,000 食であり、新

センターの規模と同等であった。 

  桜学校給食センターは、市の北東部、中心からおよそ４㎞圏内に位置する。

主要幹線道路に面しており、住居系用途地域であるが、半径 100ｍ以内に住居

は立地していない。沿線開発地域と並んで、今後人口の増加が見込まれる中根・

金田台地区にも近く、新センター建設のための各種要件を満たしている。 

  既に市有地であることから、土地の購入、地権者との交渉等の必要がないが、

桜学校給食センターの建物は残っており、解体のための期間と費用が発生する。 
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≪図１≫現センター及び閉所センター位置図 

筑波学校給食センター 

大穂学校給食センター（閉所） 

桜学校給食センター（閉所） 
すこやか給食センター豊里 

ほがらか給食センター谷田部 

茎崎学校給食センター 
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６ 財政負担及び工期 

(1) 予算及び財源の確保 

 新センターの提供能力を 7,000 食規模とした場合の概算は以下のとおりである。 

 

① 茎崎地内の公有地又は新たに土地を購入する場合（５-（2）-②） 

通常の施設建設に必要な設計委託料、工事管理委託料、建設工事費等のほか

敷地造成工事費及び土地購入費として、200,000 千円ほどの支出が見込まれる。 

 

  ②桜学校給食センター跡地を利用する場合（5-（2）-④） 

通常の施設建設に必要な設計委託料、工事管理委託料、建設工事費等のほ

か解体設計委託料及び解体工事費として、84,000 千円ほどの支出が見込まれ

る。 

 

≪積算根拠≫ 敷地面積：10,000 ㎡ 

         敷地造成費用：（ほがらか給食センター谷田部建設時実績参考） 

         解体費用：（参考：旧谷田部学校給食センター解体費用参考）  

 

 

(2) 供用開始までのスケジュール 

基本・実施設計で約 16 か月、建築工事で約 17 か月、解体工事等をそれらと並行

して施工しても３年程度、その他入札、議決等のタイミングもあることから、供用

開始までは、４年程度の期間が必要と見込まれる。   

また、新たに土地を購入する場合、上記期間の他に、諸条件を満たす用地の選定、

地権者との交渉、近隣住民への説明等の期間が必要となる。 
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７ 施設整備計画 

(1) 建設候補地 

   上記５及び６から、立地条件、財政負担、工期等、総合的に判断して、桜学校

給食センター跡地を建設候補地とする。 

   人口増加地域である桜地域に新センターを建設することで、市内各地域にバ

ランスよく給食センターが配置されることとなり、調理後２時間以内とされて

いる喫食時間（大量調理施設衛生管理マニュアル）を遵守し、安全な学校給食

運営に寄与することができる。 

 

(2) 施設概要 

   近年整備されたすこやか給食センター豊里及びほがらか給食センター谷田部

と同じく、鉄骨造２階建てとし、１階に調理関連部門各室及び事務関連部門各室

を設け、２階にその他各室（調理員休憩室、見学機能等）を設ける。 

   調理能力については、7,000 食２献立を調理提供する施設とする。食物アレル

ギー専用調理室や炊飯用設備を備えることにより、安心安全な給食提供に資する。 

 

(3) 供用開始時期 

   桜学校給食センター跡地に建設することにより、令和７年４月供用開始を目指

す。これにより、既存施設の調理能力の限界を迎える前に、新センターの整備が

完了し、継続した学校給食の安定供給が可能となる。 

 

(4) 給食センター棟 

   敷地の南側に出入口を設け、敷地西側に接する東大通りへ円滑な通行が行える 

ようにする。出入口に面して、一般用玄関及び事務室を設け、来客、施設見学者、 

職員等が円滑に出入りできるようにする。 

   食材搬入車、給食配送車等が安全に通行できる道路を敷地内に確保しつつ、給

食センター棟を適切に配置する。    
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(5) 駐車場 

   50 台以上の駐車場と自転車駐車場を設置する。また、大型バス１～２台分ほど

の駐車スペースを確保する。 

   ７台程度の給食配送車の駐車スペース、２台程度の米飯配送車の駐車スペース

も併せて確保する。 

 

(6) 外構 

   敷地外周の処理については、敷地測量の結果に基づき、検討する。 
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はじめに 
 

１ 本ガイドライン策定の趣旨 

学校給食は、児童生徒の心身の健全な発達のため、栄養バランスに配慮したおいし

い給食を提供するとともに、食べ物の大切さや生産者への感謝等、子どもたちの食育

において重要な役割を担っています。 

本ガイドラインにおいて推進する地産地消は、地域の活性化、生産者と消費者の結

びつき強化、流通コストや環境負荷の削減等を目的とし、地域で生産された農産物を

地域で消費する取組です。 

教育局健康教育課及び各学校給食センターにおいては、これまでも地産地消の推進

に取り組んできました。今後は数値目標を掲げ、その達成に向け、関係機関・団体等

との連携を強化するとともに、つくばならではの独自取組を盛り込むなど施策の更な

る展開を活性化することを目的として、本ガイドラインを策定いたします。 

  

 ２ 本ガイドラインの位置づけ 

   本ガイドラインは、「第２期つくば市教育プラン」や「つくば市農業基本計画」、「第２

期つくば市食育推進計画」等の関連計画との整合性を図るものとします。 
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 ３ 定義 

 このガイドラインで用いる地産地消率は、学校給食の献立に使用した食品のうち、

つくば市で生産・収穫された食品数の割合と定義します。 

（１）指標設定の理由 

 地産地消率の指標を食品数とした理由… 

①集計対象食品を青果物に限定していないため、多くの使用品目における地産地消

率を把握することができるため。 

②食品成分表上の食品分類を用いて集計することで、集計対象の食品が単純明快で

あり、公表に適しているため。 

③農林水産省の第３次食育推進基本計画で設定されている目標値の指標が食品数の

ため、各地方公共団体において食品数ベースで地産地消率を算出していることが

多く、他市町村と比較がしやすいため。 

④地場産物の加工品利用についても、地産地消率に反映しやすいため。 

（２）集計する対象食品・対象外食品 

【対象食品】 

食品成分表における分類上の「1 穀類」「2 いも及びでん粉類」「4 豆類」 

「5 種実類」「6 野菜類」「7 果実類」「8 きのこ類」「9 藻類」「10 魚介類」 

「11 肉類」「12 卵類」「13 乳類」 

【対象外食品】 

「3 砂糖及び甘味類」、「14 油脂類」、「15 菓子類」、「16 し好飲料」、 

「17 調味料及び香辛料類」 

（３）集計上の規則 

① 調理加工品の産地の選択は、加工地ではなく、当該加工品に含まれる材料の食品

使用量重量ベースで割合が最も多い材料の産地とする。 

② 同日に同じ食材（産地も同じ）を２品以上の料理に使用している場合は、１食材

とする。同じ食材で産地が２箇所以上に及ぶ場合には、使用量の多い産地の１食材と

して計上する。 
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（例）①にんじん 30kg をカレー、20kg をサラダに使用した場合（ともにつくば市産） 

   →つくば市産１食材として計上する。 

②にんじん 50kg（つくば市産 30kg、千葉県産 20kg）を使用した場合 

   →つくば市産１食材として計上する。 

 

４ 年限（目標値の設定） 

  取組実施期間   令和元年度から令和５年度までの５年間 

  目標値設定年度  令和３年度当初 

※ 目標値は、各取組の進捗状況を見極めた上で、本ガイドラインの中間年度 

（令和３年度）に設定することとします。 

 

 ５ 進捗管理 

   学校給食地産地消推進会議を開催し、学校給食への地場産野菜の積極的導入を推進

するとともに、本ガイドラインで掲げる学校給食における地産地消率を常に把握し、

必要に応じて見直しを行っていきます。 
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第１章 現在の学校給食における地場産物納入状況及び納入体制について 
 

１ 地産地消率 

  定義に基づく 2018 年度の学校給食における地産地消率は以下のとおりです。 

  ＜市内全体＞ 

 

 

 

  ＜各学校給食センター別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 現在の地場産物納入までの流れ  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2018 年度 

つくば市産 茨城県産 

16.1％ 38.7％ 

 2018 年度 

つくば市産 茨城県産 

大穂学校給食センター 20.3％ 42.0％ 

つくばすこやか給食センター豊里 16.5％ 40.5％ 

桜学校給食センター 13.6％ 34.3％ 

茎崎学校給食センター 13.8％ 39.6％ 

筑波学校給食センター 19.5％ 44.8％ 

納 品

主にＪＡつくば市、ＪＡつくば市谷田部を通じて納入

中 旬

納入食材を決定。 ※市内産食材を優先

前 月

見積書を受領し、見積り合わせを行う。

前々月下旬～前月上旬

業者に見積書送付を依頼する。
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３ 現在までの取組 

（１）つくば市の学校給食における地産地消推進会議の開催 

 2017 年６月に、生産者、市内２つのＪＡ担当者、給食センター職員及び健康教育課

職員による地産地消推進会議を立ち上げ、地産地消の推進に向けた協議を行いました

（2017 年度内に３回、2019 年７月に１回開催）。 

 協議内容は以下のとおりです。 

 開催日 協議内容 

第１回 
2017 年 
６月 20 日 

つくば市の地産地消の取組や地産地消率の現状について、生
産者とともに現状の確認と課題の洗い出しを行った。 

第２回 
2017 年 
10 月２日 

契約取引の試験的実施に向けて協議を行った。 
2017 年 12 月から 2018 年１月に、市内全５給食センターに
おいて、にんじん、長ねぎの契約取引を実施することとした。 

第３回 2018 年 
３月 12 日 

地場産野菜の試験的契約取引に関して課題の洗い出しを行
った。 

第４回 2019 年 
７月 5 日 本ガイドラインの内容検討を行った。 

 

（２）契約取引の試験的実施 

   地産地消推進会議の協議に基づき、2017 年 12 月から 2018 年１月の２か月間契約

取引の試験的実施を行いました。その結果、課題として、安定した納入量の確保が難

しかったことや、大規模農家に頼る部分が大きく、中小規模の農家やＪＡに登録して

いない個人農家の新規参入につながりにくいこと等が挙げられました。 

 

（３）つくば市民の日メニューの実施 

   毎年 11 月 30 日の「つくば市民の日」に合

わせて、市内産食材を多く使用したつくば市

民の日メニュー提供を行っています。ユメシ

ホウ小麦を使用したロールパンや市内産野菜

を使用した豚汁、ヤーコンサラダ、つくば鶏

と福来みかんを使用したピリ福揚げ等学校給

食センター栄養士が考案した特別メニューで
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す。 

また、市民の日付近には市内小中学校で生産

者をゲストティーチャーとして招き、地産地消

の食育授業も実施しました。 

 

 

 

４ 現状における課題 

 現在までの取組から見えてきた地産地消の推進における課題は、次のとおりです。 

（１）納入業者数 

 地場産物納入業者は、主にＪＡつくば市、ＪＡつくば市谷田部の２業者となってお

り、ＪＡでの納入品目が少ない月については、地場産物がほぼ使用できないような状

態です。したがって、農業法人や地域の生産組合等とも納入可能性を協議していく必

要があります。 

（２）品目数 

 学校給食に提供できる量の地場産物の確保が難しく、品目数が限定されてしまいま

す。 

（３）地場産野菜の計上手法 

見積り提出時には納入食材の産地が明示されず、仕入れ当日に市場で産地が判明す

るため、市内産であっても結果的に地場産野菜として計上されていない場合がありま

す。 

（４）関係者の意思疎通 

 地場産物生産者と栄養士や調理員など地場産野菜を学校給食に使用している担当者

が顔を合わせる機会が少ないため、双方の現状理解や直接の意見交換がなかなか難し

くなっています。関係者の意思疎通の機会を設け、多くの生産者に給食における地場

産物使用についての理解度を高める必要があります。 
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第２章 今後の学校給食における地場産物活用について 

 第１章における現状及び課題を踏まえ、今後の基本理念、基本方針、取組を以下のと

おりとします。 

 

１ 基本理念 

  地場産物を学校給食に積極的に活用し、食育と地域経済の振興につなげる 

 

２ 基本方針 

（１）地場産物を安定的に学校給食に供給できる体制をつくります。 

（２）学校給食における地場産物の利用拡大を図ります。 

（３）生産者と学校給食関係者の話し合いの場をつくります。 

（４）地産地消と連携した食育を推進します。 

 

３ 地場産物活用に向けた行動指針 

（１）地場産物を安定的に学校給食に供給できる体制をつくります。 

   

☑ 生産者・ＪＡから提供された生産スケジュールを参考に、献立作成を行います。 

☑ 生産者・ＪＡに地場産物年間使用計画を前年度末に提示します。 

☑ 納入規格について調理体制等を考慮しながら、複雑な規格を定めている食品に 

ついて可能な範囲で簡素化し、生産者に分かりやすいよう説明します。 

☑ 地場産物の生育状況や収穫時期、流通の状況、新たな食材に関する情報を積極的 

に集めます。 

給食センター・健康教育課 

地場産物年間使用計画 
地場産物の生産スケジュールを参考に
各学校給食センターが重点使用品目、
献立案、目安使用量を示したもの。 
＊様式１参照 
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（２）学校給食における地場産物の利用拡大を図ります。 

 

☑ 月に１回、各学校給食センターにおいて「つくば地産地消の日」と題して 

地場産物を多く使用した献立を提供します。 

☑ 学校給食の PR 活動を行い、新規参入生産者の掘り起こしを行います。 

☑ 既存の地場産物だけでなく、新たな加工品等を生産者・納入業者と共同で 

企画し、使用を推進します。 

☑ ３か月前にＪＡ等から情報提供された最新の地場産物生育状況をもとに献立 

作成を行います。*様式２参照 

 

☑ 地場産物の生産スケジュールを各学校給食センターに提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☑ 市から提供された地場産物年間使用計画を活用し、計画的な作付けを行います。 

☑ 必要に応じて両 JA 間で納入調整を行い、安定した地場産物供給を行います。 

☑ 「つくば市学校給食食材納入仕様書」に記載されている規格を理解し、 

より品質の良い地場産物の納入に努めます。 

生産者・地場産物納入業者 

品目／月

赤パプリカ

黄パプリカ

きゅうり

トマト

中玉トマト

枝豆

いんげん

にがうり

ミニかぼちゃ

農産物出荷スケジュール
７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月４月 ５月 ６月 １月 ２月

ナス

ピーマン

とうもろこし

３月

給食センター・健康教育課 




















